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中国の温家宝首相のアフリカ視察は、中国とアフリカ諸国・アラブ諸国との貿易関係を促進する
ことに重点を置いており、最近の重大な発展を浮き彫りにしている。英語圏アフリカにいる革命家た
ちは、常に、英国とフランスをこの大陸に対する主要な帝国主義権力だと見なしてきた。だが、他の
勢力が影から現れ、植民地独立後も続く英仏の支配に挑戦している－－これは、米国だけではない。
南アフリカの無政府共産主義者は、通常、元英国植民地である南アフリカを、帝国主義に従属する権
力の役割を果たし、大資本家の権力とこの地域自体の資本家支配階級の利益となるように行動する、
以前と同じ一種の地域警察のようなものだと見なしている。スワジランドにおける英国の利権が民
主主義運動によって脅かされたなら、南アフリカ軍がスワジ族のエリートを支援すべく介入するこ
とは間違いない（一九九八年にレソトに対して行ったように）。
しかし、国際情勢は変化しており、今日、我々は、中華人民共和国をアフリカの最も強力な黒幕

だと図示することができる。中国は、スーダンの首都であるカーツームの大量虐殺体制を支援し、新
しいルアンダ空港（一日一万バレルの原油と引き替えに）のような大規模建築計画に着手し、コンゴ
民主共和国の首都であるキンシャサの「ナンバーワン＝スタジアム」を建設した。キンシャサには、
太った毛沢東のようなローラン＝カビラの巨大な黄金像があり、この都市はコンゴ川沿いではなく、
長江沿いの都市のように見える（今年新しい国旗を採用するまで、中国の国旗をコンゴ民主共和国が
模倣していたのも見逃せない）。

国家資本主義
旧ソ連邦とは異なり、中国は閉鎖的な国家資本主義（毛沢東時代）から輸出を重視した新自由主

義モデルへと上手く変化した。中国は、その急速な経済成長と安価な商品－－中国共産党が管理して
いる－－のおかげで、二〇一〇年までに世界最大の製造力を持ち、米国を追い越すと考えられてい
る。
この資本主義的急成長は、労働者階級と農民の残忍な弾圧を背景に築き上げられた。ストライキ

は非合法であり、反体制派は殺害され、トップ二〇％の世帯が都会の総収入の四二％を獲得している
一方で、二〇％貧困者はたった六％しか獲得していない。
階級闘争は急増している。ストライキは、一九九二年には八一五〇件だったが、一九九九年には

一二万件へと増加した。昨年四月、浙江省金華市花渓（Huaxi）の村民が警察と地元当局と白兵戦を
繰り広げ、警察と当局を撃退した。一二月には、広東省汕尾市東州（Dongzhou）で、発電所建設用
地として土地を押収されたことに抗議した二〇人の村落住民を警官が殺した後、数百人の村落住民
がダイナマイトと火炎瓶を手に警察と闘った。中国共産党中央委員会に近い情報筋が昨年明らかに
したところによれば、昨年で約三百万人の労働者が抗議行動を行ったそうだ。
この国は、公式の最低賃金が一月六三米ドル（ベトナムと比較してみれば、ベトナムの田舎と都

会ではそれぞれ四五米ドル、五五米ドルだが、これは昨年ベトナムの労働者が共産党のボスに対して
山猫ストを行って勝ち取った水準である）であり、おそらくは世界最悪の鉱業死亡記録を持ってお
り（公的な新華社通信の数字によれば、二〇〇五年だけで炭坑で五九八六人が死亡し、一部の例では、
炭鉱労働者がダイナマイトで武装してボスを攻撃した場合もあった）、さらに、ナイキやマクドナル
ドのような多国籍労働搾取事業が「排他的経済特別区」で操業している。
テロと弾圧が国内経済を刺激している一方、中国の資本家支配階級は安価な労働・原料・燃料供

給を求めて国外に目を向けている。アフリカは、一九七〇年代に始まった世界的経済危機で経済的に
主流から外れてしまったが、ここに来て突然有望な場所になった。二〇〇五年、アフリカ全体の経済
は五％の成長を見た－－これは数十年間で最も早い。これは、アフリカにある原材料に対する需要が
急騰したからであり、中国からの需要が重大な役割を果たしているからである。一九八〇年代と一九
九〇年代、アフリカは投資地図から外れていた。一九九五年にアフリカへの民間投資は「第三世界」
諸国に対するあらゆる民間直接投資の一％にも満たなかった。中国（そして南アフリカ）の資本家
は、次第にこの隙間を捕らえていったのであり、現在、潮流は逆転しているのである。
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アフリカにおける中国
中国は、アパルトヘイト時代、南アフリカの解放運動やジンバブエのような近隣諸国の解放運動

に資金提供していたにも関わらず、南アフリカと内密に貿易をしていた。南アフリカとの公式的関係
は一九九八年に回復した。
ステレンブーシュ大学中国研究センターのマーティン＝デイヴィス所長（彼は上海に関心を持つ

ビジネスマンでもある）によれば、昨年、中国とアフリカの貿易は、三五〇〇万米ドルまで急増して
いたという。中国の投資は主として石油産業、特にナイジェリア・アンゴラ・スーダン・赤道ギニア
に集中していた。
こうした国々の厳しい状況が中国の独裁を悩ますことはなかった。赤道ギニアに民主主義が全く

ないことであれ、スーダンで国家主導の人種戦争が起こっていることであれ、アンゴラとナイジェリ
アで少数の支配集団が石油の富を露骨に強奪することで、それぞれの国で、ＵＮＩＴＡ（アンゴラ全
面独立民族同盟）とニジェールデルタ解放運動とが分け前の一部を取り返そうとして、紛争に油を注
いでいるという事実であれ、どうでもよいのである。
従って、人権活動家にとって、中国製武装ヘリコプターがスーダンのダルフルで民間人に対して

使用されたからといって何ら驚くことではない。中国－－コモロに電子情報収集所を整備している
－－は、一九九六年から二〇〇三年の間にジェット戦闘機を含む莫大な軍事支援をスーダンに提供
し、一九九八年国境紛争勃発以前にエチオピアとエリトリアに大量の兵器を輸送し、ジェット機・軍
用機・妨信設備（外部の放送を国内で聞けないようにするため）をジンバブエ政権に売っている。

南アフリカ
中国は、三二のアフリカ諸国が負っている負債の一〇億米ドル以上を破棄することで、アフリカ

におけるその帝国主義を円滑に進めている。南アフリカ放送協会は今年、南アフリカと中国の貿易が
毎年二六％成長している、と報道していた。
南アフリカは中国のアフリカにおける最大の貿易パートナーであり、過去六年間で貿易は四〇

〇％増加している。南アフリカは鉄鉱石などの原料を供給し、加工品を受け取っている－－そして、
新しい貿易協定では、中国は繊維製品の輸出を制限するが、原子力のような領域での提携は強化され
ることになっている。逆に、英国などのような伝統的貿易相手と南アフリカとの貿易は縮小してい
る。
だが、南アフリカの資本主義の強度と多様性を考えれば、中国との関係の重要性は比較的限定さ

れている。一方、赤道ギニアのような弱い経済圏での中国の投資は非常に大きい。直接原料－－例え
ば、ＯＰＥＣカルテル以外での原油－－を確保することに中国が関心を持っていることを考えれば、
こうした関係が増大し、アフリカのエリートが東アジアの権力との結び付きを強くする、と予想でき
る。アフリカは今や中国の原油輸入の約三〇％を提供しているのである。

連帯か、外来者恐怖症か
だが、銃・鉱石・原油へのこうした投資は何を意味しているのだろうか？ＣＯＳＡＴＵ（南アフ

リカ労働組合会議）は、南アフリカ政府と中国政府との二重の攻撃に対して懸念を示している。輸入
された安い中国製衣料が国に溢れかえることで（二〇〇三年以来、四八〇％増）、前々から脆弱だっ
た国内繊維産業（同じ期間で六二〇〇〇の職が失われた）が崩壊しかねない、と警告しているのであ
る。
昨年、ＣＯＳＡＴＵ指導部は狼狽した。支部の「南アフリカ衣料繊維労働組合」が会議の赤いＴ

シャツが中国製であるという事実に対してデモを行ったのである。中国本土の繊維事業の多くは、中
国からの輸入品に対する欧州と米国の数量制限を回避すべく、アフリカに移転した。だが、この事業
は、アフリカに厳しい労働条件を持ち込むことが多い。同時に、ＣＯＳＡＴＵとその同盟である南ア
フリカ共産党は社会主義国として中国を褒め称え続けているのである。
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どちらの立場も間違っている。ＣＯＳＡＴＵの「南アフリカ製品を買おう」キャンペーンは、安
価な輸入中国製品を止めることはできないだろう。それは、反中国のレイシズムを促し、地元の労働
者階級を悩ます有害な外来者恐怖症へと絡んでくる。これは、同時に、あらゆる南アフリカ人が、資
本家も労働者も同様に、共通の関心を持っているとほのめかしている。だが、真実から目を背けるこ
とはできない：南アフリカの資本家は、南アフリカ労働者の友人ではないのだ。
さらに、ＡＮＣ（アフリカ民族会議）のＧＥＡＲ（長期マクロ経済成長戦略）政策は自由貿易を

促しており、従って、輸入の波が有意義な条件で落ち着く見込みなどない。ＣＯＳＡＴＵは、南アフ
リカ支配階級の道徳と愛国主義に無益なアピールを－－何も達成しないアピールを－－行い続けて
いるのである。南アフリカの資本家は中国の資本家と協定を結んでいる。こうした競争相手が団結で
きるなら、何故、労働者階級が教訓を学び、中国の労働者を守ることができないのだろうか？

「事業の核心」
既に述べたように、ＧＥＡＲ政策とＮＥＰＡＤ（アフリカ開発のための新パートナーシップ）政

策はより多くの貿易・より多くの外国投資を引き込むことを目的とし、中国はどちらの提案にも合
致している。逆に情報大臣（そして老齢の「青年共産主義者同盟」政治局員）ロニー＝カスリルス
は、「第三の目から見た中国：南アフリカの観点」というまことしやかな本－－本の出版に当たって
は、南アフリカにある中国商工会議所に資金援助してもらっている－－で次のように熱狂的に述べ
ている。百万人の人々を強制移住させることになるとして賛否両論ある長江の三つのダム建設計画
を含めた中国の建築ブームは、「建設技師の『夢』である。」どうやらこれは良いことのようだ。「中
国が持続可能な経済を維持しようとすれば、農村社会から都市社会への、農業経済から産業経済への
移行を早めねばならない。」
国家最高のスピンドクター（情報を操作して民衆の心理を操る専門家）であるジョエル＝ネッシ

テンジェは、同じ本の中で次のように主張している。「南アフリカと中国は、共通の目標を持ってい
る。自国の市民全員に、より良い生活を保証することに全力を傾けているからだ。どちらも貧困水準
を低下させることを目的としている。」国家が中国民衆を貧困にさせていることを考えれば、ネッシ
テンジェが何を考えているのだろうと訝しく思うことであろう。彼は、中国国家プロパガンダ機構の
役割を褒め称えている。「中国が情報を利用して、共通の目的と共通のヴィジョンに人々を結集させ
る際の厳格さと焦点」を賞賛しているのである。
彼が中国メディアの「発言の多様性」を賞賛しているのを読むと骨の髄までゾッとする。その一

方で、彼は、国家検閲、そして、中国が政治的反体制者を投獄することにヤフーのような西洋の検索
エンジンが共謀していることを意図的に無視している。
南アフリカ共産党副書記長であり、ワンマンのシンクタンクであるジェレミー＝クロニンは、さ

らに露骨だ。南アフリカ共産党は「現実に存在する社会主義」という泡が中国での国有企業の再編に
よって下水に流されることを恐れ、状況確認のために二〇〇一年に代表団を派遣した。
中国共産党の案内役は、疑いもなく、クロニンとその代表団を大喜びさせた。彼は、一九九九年

の中央委員会文書を引用している。「国有経済を含む公有経済は、中国社会主義システムの経済的基
盤である。（中略）中国は、社会主義社会の生産力を発展させ、国の産業化と近代化を実現するため
に、常に、国有企業の重要な役割に依存し、国有企業を十全に利用しなければならない。」中国は、社
会主義であると同時に資本主義であるかのようではないか！このような混乱した思考をどのように
判断すればよいのだろうか？
「国有企業を全般的に上手く管理するためには、事業の中に、市場経済の法則と中国の現状を合致
させる指導体制と組織的経営的体制を構築し、指導体制の構築を強化し、党組織に事業の政治的中核
としての役割を与え、労働者階級に対する心からの信頼という原則に従うべく努力がなされねばな
らない。」彼等は確かに「信頼」しているのだ。なぜなら、中国の奇跡は「心からの」搾取とテロの上
に築かれているのだから！
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政権交代？
従って、中国の共産主義は、結局の所、権威主義市場取引と経営リーダーが指導する近代化プロ

グラムに過ぎない。経営リーダーは共産党のボスも兼務しているのだ！そして、党それ自体は、労働
者階級に依存する少数の人民委員であることが明らかになっているのだ！
クロニンは、代表団には、労働者の「民主的意志決定」と「自身の事業の長としての立場」につ

いて中央委員会が規定した責務が、どの程度まで党に指導されていたのかを「評価する充分な時間は
なかった」と認めている。だが、彼は、こうした安っぽい言葉が書類に書かれていることが大事だと
考えていたのだった。
クロニンは、「至るところに輝く充分明確な社会主義アジェンダ」を理由にこの体制を賛美してい

る。「社会主義下に市場が存在すべきではないなどという理由は何処にもないのだ」と彼はご立腹だ
が、これは「新興の中小民営サービス業」の共存を認める自由主義的解釈である。社会主義が一体ど
こに「輝いている」のか判然としない。
こうしたごちゃ混ぜの経済思考から、混乱した政治が生まれている。この政治は、民衆のニーズ

にではなく、産業と市場の要件に基づいている。クロニンの観点では、公共部門の賃上げは、市場の
需要を刺激するためだけに導入されたとしても、「社会主義」と見なされるのだ。
つまり、ＡＮＣ／南アフリカ共産党政府は、世界最後の大規模全体主義国家との貿易を増やして

いるだけでなく、イデオロギー的にもその国家に傾倒しつつあるのだ。この国家は余りにも露骨に資
本主義で、同時に反労働者であるために、クロニンの詩人としての技能を持ってしても残虐な現実を
粉飾できない。南アフリカ共産党の国家資本主義への思惑は、最終的に、中国のお手本の中にネオリ
ベラリズムとの上手い融合をまんまと発見したのである。

保護貿易政策か階級闘争か
中国の商品が安いのは、中国の労働力が安いからである。ＣＯＳＡＴＵが地元の仕事を保護し－

－そして、国際労働者階級にその言質を示し－－たければ、中国において労働組合を組織することを
指示し、自国とアフリカ南部において階級闘争を構築すべきである。新自由主義的資本主義は、ある
国の安価な労働力を他の国のさらに安い労働力に対抗させ、最も安い値になるまで競争させること
で成長する。唯一の脱出方法は、国際連帯と階級闘争である。これは、国際的な最低賃金と世界共通
の労働組合権を求めた闘争から始まる。
中国は階級闘争の誇るべき伝統を持っている。これは中国共産党と毛沢東を指しているのではな

い！一九一三年、アナルコサンジカリストは広東省に最初の労働組合を組織し、一九二〇年代には上
海のような大きな産業中心地全てで、改良主義と共産主義の労働組合主義に挑戦した。武装したアナ
キズム農民運動は、一九三〇年代に、福建省から吉林省の満州までの帯状の莫大な地域を管理し、一
九四〇年代に、アナキストのゲリラは共産主義者と共に日本の帝国主義に抗して闘った。
しかし、一九四九年の毛沢東主義クーデター後、中国の推定一万人のアナキスト労働組合主義闘

士は地下に潜らされ、Chu Cha Pei のようなマフノ主義型ゲリラは雲南省の丘陵地へと退却を余儀
なくされたが、彼等は、その場所で、毛沢東と将軍や国家資本主義者からなる側近たちとをリーダー
とする新しい支配階級を悩ませ続けたのだった。
アフリカが次第に石油利権がらみの中国帝国主義の裏庭になってきている以上、まず第一に次の

ように問わねばならない。政府は、中国の強制的国内平和が持つ最悪の側面－－自国の労働者階級に
とって重大な挑戦になる発展－－を真似しようとしているのだろうか？

アナキズムか、マルクス主義か
我々は、中国における「資本主義の復興」を終わらせたいと願っている左翼主義者に従うつもり

はない。中国は毛沢東が権力を掌握してからずっと資本主義だった。いかなる中国の革命運動もマル
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クス主義とその変形版である毛沢東主義とを放棄しなければならない。また、我々は、中国が実際に
「社会主義」だ－－南アフリカ共産党指導部はそう考えているかも知れないが－－などということに
も同意できない。
資本主義は階級システムである。階級システムとは階級闘争を意味する。遅かれ早かれ、中国の

労働者階級はその誇るべき闘争の伝統を再発見し、寄生虫の党指導部と資本家を除外して自身の事
柄に責任を持つ－－中国語でwuzhengfgu gonchan、つまり、政府のない共同生産、要するに無政
府共産主義－－ようになり、中国共産党を葬り去ってしまうだろう。
だが、その日が来るまで、我々が問わねばならないもっと重要な質問が一つある。この問いは国

境を越えた示唆を持っている。つまり、中国は英国に代わって南アフリカの帝国主義権力になるの
か？ということである。いわば、政権交代なのか、ということである－－南アフリカは、中国の資本
主義利権を保護するために、アフリカでの軍事遠征に着手することになるのだろうか？あらゆる本
物の反帝国主義者は、アフリカが将来米国に後押しされた西洋の拡張主義利権と中国の拡張主義利
権との戦場になる可能性を考え、それに対して計画し、石油王たちに対して闘争しているアフリカ大
陸の人々と団結しなければならないのだ。
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無政府主義図書館 (Japanese)

ザバラザ・アナキスト・コミュニスト戦線, リュシアン＝フアン＝デル＝ウォルト, マイケル＝シュ
ミット

中国はアフリカの新しい帝国主義権力なのか？
2006

https://www.ne.jp/asahi/anarchy/anarchy/data/zabalaza07.html（2023 年 2 月 18 日検索）
本論考は、南アフリカの Zabalaza 無政府共産主義者連盟の機関紙 Zabalaza 7 号（2006 年 12 月）
に掲載されている。オンライン上では、http://www.zabalaza.net/pdfs/sapams/zab07.pdf におい

て PDF形式で読むことができる。（訳者）（Anarchy In Japan より）

ja.theanarchistlibrary.org
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